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集

宮崎県へ中小企業振興対策に関する要望を行いました

　８月５日(月)に、「中小企業振興対策に関する要望
書」を宮崎県に提出しました。
　当日は、中央会から堀之内会長、吉岡副会長、上山副
会長、吉田副会長、三輪副会長が宮崎県庁を訪問し、河
野知事、濵砂県議会議長及び川北商工観光労働部長と
面談しました。
　県内の中小企業・小規模事業所における人手不足や
価格転嫁について、当会が実施した影響調査結果をも
とに中小企業・小規模事業所の状況を報告するととも
に、慢性的な人手不足解消のための「人材確保・人材育
成対策支援の充実 」及び「原材料の価格高騰による事
業コスト負担軽減対策」、「東九州新幹線の実現」など大
きく３つの柱で１０項目を要望しました。
　また、当会の堀之内会長をはじめ４名の副会長から
は、「燃料の価格高騰の影響を受けているが、価格への
転嫁も進まず厳しい状況が続いている。」「国は賃上げ
を進めており、時給は年々上がってきているが、中小企
業においては賃上げへの対応など厳しい環境にあり、
賃上げができるような環境づくりをお願いしたい。」「就
職する若者の保護者等を対象とした宮崎県内の中小企
業の魅力発信の機会や県外から戻ってくる若者等に対
する就職相談窓口の強化などお願いしたい。」「東九州
自動車道の早期整備をお願いしたい。」など中小企業の
声を届けました。

▲ 河野知事への要望

▲ 濵砂議長への要望▲ 川北商工観光労働部長への要望

特 集 ①特 集 ①



○中小企業・小規模事業者が直面する喫緊の課題への対応
１　人材確保・人材育成対策支援の充実について
２　原材料等の価格高騰による事業コスト負担軽減対策について
○地域経済の発展に資する持続可能な事業活動支援と産業基盤
　の整備
３　県内中小企業・小規模事業者の持続可能な事業活動支援
　　について
４　実効ある地域振興対策としての公共事業予算の確保について
５　県内中小企業への優先発注・県産品の優先使用について
６　高規格道路の早期整備について
７　東九州新幹線の実現について
○中小企業組合等の支援及び支援体制の強化
８　中小企業組合等への支援強化について
９　宮崎県中小企業団体中央会の支援体制の充実・強化について
10　  官公需適格組合の積極的活用について
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公明党宮崎県本部へ中小企業振興対策に関する要望を行いました

特 集 ③特 集 ③

自由民主党宮崎県支部連合会へ中小企業振興対策に
関する要望を行いました

○中小企業・小規模事業者が直面する喫緊の課題への対応
１　人材確保・人材育成対策支援の充実について
２　原材料等の価格高騰による事業コスト負担軽減対策につ
　　いて
３　「ものづくり補助金」の継続実施及び「中小企業省力化投
　　資補助金」の拡充について 
○地域経済の発展に資する持続可能な事業活動支援と産業基盤
　の整備
４　中小企業・小規模事業者の持続可能な事業活動支援につ
　　いて
５　高規格道路の早期整備について
６　東九州新幹線の実現について
○中小企業組合等の支援及び支援体制の強化
７　中小企業組合等への支援強化につい
８　官公需適格組合の積極的活用について

〈国に対する要望事項〉 〈県に対する要望事項〉

特 集 ② 特 集 ② 

　７月２６日（金）に、宮崎市民
プラザで公明党宮崎県本部に
よる「政策要望懇談会」が開催
されました。
　当日は、中央会から野口専務
理事ほか５名が出席し、河野義
博参議院議員、重松幸次郎県
議会議員、坂本康郎県議会議
員などと面談し、「人材確保・人
材育成対策支援の充実」や「原材料等の価格高騰による事業コスト負担軽減対策」、「東九州新幹線の実現」など
国政８項目と県政１０項目の要望を行うとともに、疲弊した中小企業の声を届けました。

▲ 右側３名が公明党議員。（左から）河野参議院議員、
　 重松県議会議員、坂本県議会議員

　７月２６日（金）に、宮崎観光
ホテルで自由民主党宮崎県支部
連合会による「令和７年度 国・
県に対する政策・予算等要望」
ヒアリングが開催されました。
　当日は、中央会から野口専務
理事ほか５名が出席し、山下壽
県議会議員、本田利弘県議会
議員の２名と面談し、「人材確
保・人材育成対策支援の充実」
や「原材料等の価格高騰による
事業コスト負担軽減対策」、「東九州新幹線の実現」など国政８項目と県政１０項目の要望を行うとともに、疲弊し
た中小企業の声を届けました。

▲ 右側２名が自民党議員。（左から）山下壽議員、本田利弘議員
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ご活用下さい！中小企業電話相談ナビダイヤル
I N F O R M A T I O N

どこに相談したらいいのかお悩みではありませんか？

・新商品を開発するための支援制度を教えてほしい
・ネットを活用した販路展開をしたい
…など、様々な課題があり、どこに相談したらよいかわからない...

お近くの経済産業局中小企業課の担当者がお悩みの皆さんにお答えします!!
経済産業局中小企業課で、中小企業施策に詳しい職員が皆さんの悩みを伺い、具体的なアドバイスや専門の相
談を行う窓口をご案内いたします。
　※経済産業局は、経済産業省が各ブロックごとに設置している出先機関です。

0570-064-350　※ナビダイヤルは、一定の通話料がかかります

受付時間：平日9:00～12:00/13:00～17:00 最寄りの経済産業局中小企業課につながります。

中小企業電話相談ナビダイヤル
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ITプラットフォームのご紹介
I N F O R M A T I O N

　中小企業基盤整備機構では、中小企業の皆さまの経営課題をIT導入により解決に導くため、ITプラット
フォームとして、IT化支援策を総合的に発信しています。経営課題や業務課題の整理から課題解決ツールの検
討、導入、IT関連情報の収集まで、各段階でご活用いただける７つの支援策をご用意しています。

　事業のポイント
　ITプラットフォームでは、「IT経営サポートセンター」「IT戦略ナビ」「ここからアプリ」等中小機構のIT化支援
施策をまとめてご紹介しています。
　「IT経営サポートセンター」では、ITの利活用や導入に関して、実務経験豊富なIT専門家が実践的なアドバイ
スをオンラインで実施します。
　「IT戦略ナビ」では、ウェブサイト上で自社の経営課題や業務課題を見える化し、IT戦略マップと導入プランを
自動作成することができます。
　「ここからアプリ」では、自社の業種や目的に応じたビジネス用アプリが検索可能で、実際の導入事例もご覧
いただけます。テーマ毎にポイントを絞った特集記事も随時掲載しています。

1　IT経営サポートセンター：ITの専門家によるオンライン面談で、ITのお悩みを解決します。

3　IT戦略ナビ：自社の経営課題・業務課題を見える化します。

4　ここからアプリ：豊富なビジネスアプリやIT化事例をご紹介します。

5　IT導入補助金：効率化や売上アップにつながるITツールの導入を補助します。

6　ebiz：EC活用による販路拡大をサポートします。

7　税理士ITサポート：税理士の皆さま向けに厳選したIT情報を提供します。

　　詳しくは、独立行政法人中小企業基盤整備機構のホームページをご覧ください。

2　E-SODAN：いつでも、どこでも、チャットで経営相談できます。
　　　　　　　　　　　　　（AIチャットボットは24時間、専門家とのチャットは平日9時～17時）
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令和６年度組合事業承継セミナーを開催します！
I N F O R M A T I O N

　当会には中小企業組合のネットワークを通じた事業承継セミナーの開催等の役割が期待されており、標記セ
ミナーを下記のとおり開催することといたしました。
　つきましては、貴組合の役職員等の皆様に御参加いただきますようお願いいたします。
　また、御参加につきましては、当会ホームページの「中央会からのお知らせ」の御案内から、参加申込書をダウ
ンロードし、御記入の上、代表メール（info@himuka.or.jp）又はFAX(0985-27-3672)宛に10月16日
(水)までにお申し込みください。

【内　容】
開催日時　令和６年10月23日（水）午後1時30分から午後２時30分
講　義①　テーマ　「地域金融機関における事業承継支援の取組（仮）」
　　　　　講　師　宮崎太陽銀行地域活性化部　部長代理　野﨑正和　様
講　義②　テーマ　「事業承継と商工中金のサポートについて（仮）」
　　　　　講　師　商工組合中央金庫ソリューション本部　次長　丸岡　靖　様
開催形式　オンライン（Zoom）
備　　考　申込み後、参加申込書に御記入いただきましたメールアドレスに、参加ミーティングのURL
　　　　　及び講義資料等を御連絡します。

障害者雇用相談援助事業のご案内
I N F O R M A T I O N

　障害者雇用の経験やノウハウを有する認定事業者から、障害者の一連の雇用管理に関する相談援助を無料
で受けることができます 。

　障害者雇用相談援助事業の概要

　都道府県労働局長の認定を受けた事業者が障害者雇用の経験やノウハウが不足する事業主に対して、雇入
れやその雇用継続を図るための一連の雇用管理に関する相談援助を行います。
【支援対象となる事業主】
　法定雇用率未達成企業（特に障害者の雇用義務があるにも関わらず障害者を１人も雇用していない企業（障
害者雇用ゼロ企業）、中小企業、除外率設定業種の企業（特に除外率引下げによる影響の大きい企業））等

　障害者雇用相談援助事業利用の流れ

　本事業による相談援助は、①ハローワーク等に求人の申し込みを行うこと、②対象障害者を雇い入れ、その
雇用を継続することを目的とします。

　支給額等

（支給額）
（１）対象障害者の雇入れ及びその雇用の継続を図るための措置を実施　60万円（中小企業事業主又は除外
（１）率設定業種の事業主にあっては80万円）
（２）対象障害者の雇入れ及びその雇用の継続を行った場合には、（１）の助成額に、一人当たり7.5万円（中小
（１）企業事業主又は除外率設定業種の事業主にあっては10万円）を上乗せ支給（ただし、４人までを上限と
（１）する。）
（支給回数・期間）　一の利用事業主への支援につき、一回限り

詳しくは、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構のホームページをご覧ください。

お問合せ先 宮崎県中央会　経営支援課　TEL0985-24-4278
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２０２４年版中小企業白書・小規模企業白書が公表されました
I N F O R M A T I O N

　中小企業庁は、「令和5年度中小企業の動向」及び「令和6年度中小企業施策」（中小企業白書）、並びに「令和
5年度小規模企業の動向」及び「令和6年度小規模企業施策」（小規模企業白書）を取りまとめました。本白書は、
５月10 日に閣議決定され、公表されました。

　２０２４年版中小企業白書・小規模企業白書の特色

　中小企業・小規模事業者の現状と直面する課題、今後の展望として、中小企業が環境変化を乗り越え、経営資
源を確保して生産性の向上に繋げていくための取組や、成長につながり得る投資行動とそのための資金調達、
小規模事業者が売上げを確保し、今後も事業を持続的に発展させていくために必要となる取組、事業の継続に
欠かせない資金と人手を確保する取組、支援機関の役割と体制の強化について分析を行いました。

　２０２４年版中小企業白書・小規模企業白書のポイント

（中小企業・小規模事業者の動向）
　事業者が直面している課題として、売上高が新型コロナウイルス感染症による落ち込みから回復し、企業の
人手不足が深刻化していることが挙げられます。
　今後の展望として、就業者数の増加が見込めない中で、日本の国際競争力を維持するためには、省力化投資
や単価の引上げを通じて、中小企業の生産性を向上させていくことが期待されます。

（中小企業白書）
　成長する中小企業の行動を分析すると、企業の成長には、人への投資、設備投資、M&A、研究開発投資といっ
た投資行動が有効です。また、成長投資に伴う資金調達手段の検討も必要となります。

（小規模企業白書）
　小規模事業者は、中小企業と比べ厳しい経営環境にある中で、コストを把握した適正な価格の設定や、顧客
ターゲットの明確化に取り組むことで、売上高の増加につながることが期待できるほか、支援機関の活用も効
果的です。また、新たな担い手の参入も生産性向上の効果が期待できます。

　中小企業庁ホームページでは、中小企業白書・小規模企業白書の全文をＰＤＦ形式で公開しており、ダウン
ロードも可能です。詳しくは、中小企業庁ホームページをご覧ください。
　また、経済産業省の公式YouTubeチャンネル「metichannel」では、2024年版中小企業白書・小規模企業
白書概要の解説動画も配信しています。

事業主支援ワークショップのご案内
I N F O R M A T I O N

　宮崎障害者職業センター（（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構）では、「メンタル疾患による休職から
の職場復帰支援」をテーマに、事業主支援ワークショップを開催します。

日　時　令和６年９月２６日（木）１３：３０～１５：３０
会　場　ポリテクセンター宮崎　小会議室（宮崎市大字恒久4241番地）
（1）講話　「企業における精神障害者に対する職場復帰支援および復職後の定着支援について」　

講師　株式会社MJC　シニアマネージャー　崎山栄太郎　様
（2）情報提供　「職場復帰支援に関する情報提供」　宮崎障害者職業センター
（3）意見交換　助言者　株式会社MJC　シニアマネージャー　崎山栄太郎　様
　　　　　　　　　　　 宮崎障害者職業センター 上席障害者職業カウンセラー　図師瑞
（4）情報提供　「障害者雇用助成金等についてのご案内」　高齢・障害者業務課

詳しくは、宮崎障害者職業センターのホームページをご覧ください。
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　当組合は宮崎県企業局（宮崎県が経営する地方公営企業）の水力発電部門に長年実務として従事してきた電気主任技術
者（県庁ＯＢ）が、セカンドキャリアとしてこれまでの技術・経験を有効に活かすべく、平成２１年に設立された。
　主な組合活動としては「保安管理業務の共同受注・斡旋事業」「測定機器等の共同利用」「講習会・研修会の開催」であり、
「規模や会員拡大を優先せず、組合員のニーズに応じて適正な仕事量を受注し配分する」という運営方針により、安定した
経営基盤を築いている。

＜共同受注・斡旋事業＞
　先輩から代々引き継いできた保安管理業務も多く、組合として入札にも参加している。組合員に聞き取りのうえ、対応で
きる仕事量（無理のない範囲）を組合として受注し、組合員に仕事を割り振っている。
＜測定機器等の共同利用＞
　共同受注・斡旋した案件について、組合から絶縁監視装置（異常が発生した際に組合員にリアルタイムで状況を発信する
ための機器）を貸与しており、高額かつ稼働率の低い測定機器の無料貸出も行っている。
＜講習会・研修会の開催＞
　月１回、組合員全員が事務所に集まって共同受注案件や業界動向、最新の技術等について情報共有及び意見交換を行っ
ており、県外の事例勉強会等にも定期的にメンバーを派遣している。
＜推進方法・体制・キーマン等＞
　理事長と事務局長が中心となり、総会・役員会・毎月の定例会において重要な意思決定を行っている。当初は組合財政
基盤が厳しく測量機器の貸与は有償だったが、現在は共同受注案件も増えて収入が安定化したことから無償貸与を実現で
きている。
　今後の課題は組合員の高齢化に伴う円滑な事業承継であり、県庁の現役職員や県庁外にも組合加入のアプローチをして
いく予定である。

　当組合は安定した受注・経営基盤を築いているほか、月１回の勉強会等により組合員間の資質向上と連携を深めている。
主な成功要因としては、組合員の価値観や仕事に対する姿勢が近いことで強固なチームワークが生まれることであり、また
有事にはお互いの仕事をカバーし合える体制が構築されていることが、発注者にとって安心材料となっていると思われる。

組合先進事例の御紹介（R５年度組合資料収集加工事業報告より）

　県庁ＯＢ主体の組合であるため価値観や仕事に対する姿勢が近く、強固なチームワークや組合を

通じた共同受注・斡旋により有事にカバーし合える体制が構築されていること。

I N F O R M A T I O N

住　　所 〒880-0803　宮崎県宮崎市旭1丁目2番2号

設　　立 平成21年1月

組合員数 １２人

主な業種 電気保安管理業

出 資 金 ４６０千円

仕事品質と働きがいを両立した県庁 OB主体の組合

協同組合宮崎県電気管理企業協会

▲ 組合員による点検風景 ▲ 耐圧試験器具

1. 背景・目的

2. 取組みの手法と内容

3. 成果とその要因



8C H U O K A I  D A Y O R I  S e p t e m b e r  2 0 2 4

レ
ポ
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ト

中央会指導員等九州・沖縄ブロック研究会（財政基盤・総務関係会議）
を開催しました

R e p o r t

　７月１１日（木）に中央会指導員等
九州・沖縄ブロック研究会（財政基
盤・総務関係会議）を宮崎市のホテル
メリージュで開催しました。
　この研究会は、九州・沖縄８県の中
央会で組織する九州中小企業団体中
央会連合会の活動の１つとして、毎年
様々なテーマ設定のもと、各県の中
央会指導員等が参集して実施してい
るものです。
　当日は、全国中小企業団体中央会の総務企画部副部長の根本建氏から「全国中央会の取組状況等につい
て」、大樹生命保険株式会社の中央会推進グループ課長の庄山浩司氏から「中央会共済制度の推進について」
講演をいただきました。
　研究討議では、各県から提出された議題について討議を行い、業務の効率化など日頃総務担当者が抱える
共通の悩みなどについて意見交換を実施し、大変有意義な研究会となりました。

▲ 全国中央会根本副部長

令和５年度補正事業環境変化対応型支援事業　インボイス制度実務
者講習会を開催しました

R e p o r t

　８月８日(木)に、宮崎市のニュー
ウェルシティ宮崎において、インボイ
ス制度実務者講習会を開催しまし
た。
　当日は、「インボイス登録で対応す
べき実務のポイント」をテーマに、税
理士法人アイビーパートナーズの代
表社員税理士である海野理香氏を講
師に招聘し、インボイス制度の施行
後に実際に組合の皆様から寄せられた相談事例から税務・会計担当者の皆様を対象に、インボイスに係る実務
対応のポイントについてわかりやすく解説していただきました。
　質疑応答やアンケートから組合の皆様の関心の高さが感じとれる有意義な講習会になりました。

▲ 海野講師 ▲ 会場風景

宮崎県商工３団体女性部会 合同勉強会を開催しました
R e p o r t

　８月２日（金）に、野村證券株式会
社宮崎支店において、宮崎県商工３
団体女性部会合同勉強会を開催しま
した。
　宮崎県商工３団体女性部会は、宮
崎県レディース中央会および宮崎県
商工会議所女性会連合会、宮崎県商
工会女性部連合会により構成されて
います。
　今回の勉強会では、野村證券株式会社宮崎支店長の高瀬謹志氏を講師にお招きし、「女性のためのマネーセ
ミナー～NISAのしくみと活用のポイントについて」というテーマで御講演いただきました。
　日本及び世界の経済状況や新NISA制度の内容などについてお話いただき、参加者にとって有意義な研修と
なりました。

▲ 野村證券（株）高瀬支店長 ▲ 研修風景
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宮崎県官公需適格組合協議会第４０回通常総会を開催しました
R e p o r t

宮崎県商工振興協同組合第４７期通常総代会を開催しました
R e p o r t

　７月３０日（火）に、宮崎市のニュー
ウェルシティ宮崎において、宮崎県
商工振興協同組合第４７期通常総代
会を開催しました。
　はじめに堀之内理事長より挨拶が
あり、その後、議案審議に入り、令和
５年度事業報告・決算関係をはじめ
令和６年度事業計画・収支予算等や
定款変更について審議され、全て可決決定されました。
　また、任期満了による役員改選が行われ、新役員が選任されました。

▲ 堀之内理事長 ▲ 会場風景

　７月１６日（火）に、宮崎市のニュー
ウェルシティ宮崎において、宮崎県官
公需適格組合協議会の第４０回通常
総会が開催されました。
　河野会長の挨拶の後、議案審議に
入り、令和５年度事業報告及び決算
関係書類承認の件、令和６年度事業
計画及び収支予算決定の件など、各
議案とも原案どおり可決決定されました。また、理事補充の件では、新たに２名の理事が就任されました。

▲ 河野会長 ▲ 会場風景

役　職 氏　名 所　属

理　事
前田慎介 宮崎県測量設計事業(協)
金丸正治 入郷地区生コン事業(協)

役　職 氏　名 所　属

理　事

監　事

堀之内芳久 都北地区建設事業協同組合
野口和彦 有限会社中興社
内野浩一郎 宮崎県火災共済協同組合
竹村圭介 衛藤法律特許事務所

9月は「障害者雇用支援月間」です
　9月は「障害者雇用支援月間」です。事業主のみならず、広く国民の皆さんに対して障害者雇用の機運を醸成
するとともに、障害者の職業的自立を支援するため、厚生労働省や独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機
構を始めとする関係機関が協力して、様々な啓発活動を行っています。



　町の中心部に位置する川南町運動公園には、屋根付多目的運動場、野球場、
陸上競技場、テニスコート、弓道場があり、子どもから大人まで多くの方に利用
されています。野球場は、令和5年9月から大規模改修が進められ、令和6年9月
から供用開始となります。学童野球から社会人野球まで多くの大会が行われ、
特に春には社会人・大学野球のキャンプ地となり、オープン戦などが行われま
す。外野両翼は98ｍに拡幅され、センターは115ｍ、ブルペン4つに、観覧ベン
チは64席設けられました。外野は天然芝で、夜間照明、電光掲示板、放送室が
完備されています。
　運動公園から徒歩15分のエリアには、軽トラ市で有名なトロントロン商店街
や、広々とした図書館、令和4年10月にグランドオープンした福祉センターがあ
り、少し足をのばせば多くのサーファーが訪れる伊倉浜自然公園など川南の魅
力が溢れています。また、福祉センター内には、移設オープンし屋内遊具がたくさんある子育て支援センター「こどみん」や、
十分な設備、備品が揃っておりイベント、撮影、メニュー試作といった活用の幅が大きいオープンキッチンなど、あらゆる世代
の方が利用したくなるような工夫をこらした設備が特長のスポットです。
　川南町がどれほど素晴らしいところなのか体験しに是非お越しください。
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表紙紹介

ほっとひと息
宮崎県印刷工業組合

専務理事 薬王寺 文宏

　今年の夏は格別に暑かったですね。
連日、熱中症警戒アラートが発令され、体調を崩
された方も多かったのではないかと思います。
　さて、夏といえばやはり高校野球。今年も猛暑
にもかかわらず熱戦が繰り広げられ、たくさんの
感動を与えてくれました。甲子園で球児たちが躍
動している一方、かつての高校球児たちが甲子園
を目指して、老いた身体にムチを入れて奮闘して
いる大会があるのをご存知ですか？
　『マスターズ甲子園』
　2004年に第１回目が行われ、今年で第21回
を迎えます。全国43都道府県より715校の高校
野球OBチームが加盟しており、各都道府県で予
選大会が行われ、それに勝ち抜いたOBチームが
阪神甲子園球場で行われる『マスターズ甲子園』
に出場します。宮崎県でも21校のOBチーム参加
の元、清武町 SOKKENスタジアム他で予選大

会を行いました。現役当時のユニフォームに身を
包み75歳を筆頭に19歳までの元球児が出場、イ
メージだけは白球を追いかけていたあの頃に
戻って、すっかり重くなってしまった身体を引きず
りながら、“あの夏の忘れ物”を取り戻すために七
転八倒しています。
　今大会は、昨年惜しくも準優勝に終わった都
城工業OBが都城商業OBを16対5で破り、初優
勝を飾りました。
　９月に昨年優勝の都城泉ヶ丘OBと今回優勝
の都城工業OBで代表決定戦を行い、勝者は11
月に行われる『マスターズ甲子園2024』に出場、
岩手県代表と対戦します。
　もうひとつの甲子園、宮崎県代表の健闘にご
期待ください。

（宮崎県中小企業組合事務局連絡協議会　会員）

川南町運動公園野球場

中央会行事予定

中央会ゴルフ大会

開 催 日：令和６年１０月１８日（金）
開催場所：宮崎市「レイクサイドゴルフ倶楽部」

組合事務局連絡協議会第１回研修会

開 催 日：令和６年１０月４日（金）
開催場所：宮崎市「ホテルメリージュ」

第７６回中小企業団体全国大会

開 催 日：令和６年１０月２４日（木）
開催場所：福井県福井市「フェニックス・プラザ」

第8回みやtheキッズモール 

開 催 日：令和６年１１月３日（日）
開催場所：宮崎市「宮交シティ紫陽花ホール」
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木材・木製品
　製材業（プレカット）　７月の加工坪数は先月よりはいくらか改善したが、相変わらず前年比では７０％と低水準で推移している状況

であった。県内だけでなく県外の競合他社も含めて、顧客争奪戦が激化している。着工数が減っている中、顧客となるビルダーは、少

しでも仕入価格を下げる努力をしており、長年の付き合いよりも少しでも安い業者から仕入れる傾向があり、地場優位性が低くなって

いることが、県外の競合他社の参入を後押ししている感もある。

　木製品製造業　住宅関係の資材の高騰や人件費、人材不足などによる売上数の伸び悩みなどがあり、下請けなどにも影響を与

えている。

印　刷
　印刷・同関連業　印刷オペレーターの募集をしたところ、幸いにして２名の方の応募があり、現在体験中である。どちらも中途採

用だが経験がないので、一から勉強してもらう。印刷の仕事の良さを理解してもらえるよう指導していく。

　印刷・同関連業　先月、九州地区の会合があったが、ほぼ全県同様に動向が芳しくないようだ。宮崎県内でも異業種に参画するなど、

収益の確保を優先した業態変革を行っている事業所もあり、見習っていかなければならないと思う。

窯業・土石製品
　窯業・土石製品製造業　 ７月出荷数量は、昨年同月比１３７％となった。ただし、今年度累計出荷量では昨年対比９２％となり、依然

需要は低迷している。また、来年４月より、大手各社セメントメーカーが値上げを発表している。需要の低迷と同時に原材料の高騰が続

いており、組合員にとって厳しい経営状況は変わらない。

　窯業・土石製品製造業　 昨年の同月と比較すると、出荷数量が１１５％と好調に推移しているが、その数字が徐々に下降してきて

いる。繰越し物件の出荷が落ち着き始めているためであろう。来月からが心配である。今後の官公需の発注状況を注視していきたい。

情報連絡員 30名　/　回答者数　30名

DI値は、前月と比較して、売上高は不変、収益状況は７ポイント改善、業界景況
は１３ポイント低下となった。

情報連絡員報告
令和6年

7月期

全体概況

【前年同月比の業界の景気動向】 （DI値）
令和4年8月～令和5年7月
令和5年8月～令和6年7月【主要3指標DI値推移】

売 上 高項目業種

製
造
業

非
製
造
業

食 料 品

木材・木製品

出版・印刷

窯業・土石

鉄鋼・金属

卸 売

小 売

商 店 街

サ ー ビ ス

建 設

運 輸
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※網掛けについては、特に悪化した項目   ※ＤI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／調査対象組合数］×100
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小　売　業
　機械器具小売業　中古車市場においては、メーカーの出荷停止などを受け、新車の納車が大幅に遅れることが中古車の在庫減少

に繋がり、その影響を大きく受けた。新車の納車が遅れるということは、下取りに入ってくる予定の中古車も入る時期が遅れるという

ことであり、また、急遽、車が必要なユーザーは新車ではなく、すぐ手に入る中古車を求めるが、在庫が少ない中での購入となる。

中古車の仕入れ値は高騰し、各組合員からは、玉不足という言葉を聞くところとなった。新車の納期が早まる事が解決の一手となる。
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　LPｶﾞｽ小売販売業　７月合成ＣＰ価格(サウジ通告価格)は５８０.０㌦/㌧(前月比±０㌦/㌧)。６月ＭＢ価格(米国産平均価格)＋(物

流経費８７㌦ /㌧ )は４８２㌦ /ﾄﾝ(前月比＋３３.０㌦ /㌧ )。対顧客電信売相場 (６月平均 )は１５８.８９円 /㌦ (前月比＋１.６４円 /㌦ )。

月間を通じ原油価格及び米国産ＬＰガス価格は若干上昇したが、サウジ通告価格は変わらず。月末為替平均は昨年１２月より円安が

進み、輸入品を取り扱う業種にとっては非常に厳しい状況が続いている。

「中央会だより」では、県内中小企業組合の皆様の活動をPRするため、イベント情報や各種研修会・講習会等の開催情報を募集して
おります。お申込み・御相談をいただければ、当会より取材にお伺いします。

中央会だよりに関するお問合せ

宮崎県中小企業団体中央会 [発行人] 堀之内 芳久　[編集人] 野口 和彦
[TEL] 0985-24-4278　[FAX]0985-27-3672
[URL] http://www.himuka.or.jp　[E-mail] info@himuka.or.jp〒880-0013 宮崎市松橋2丁目4番31号 宮崎県中小企業会館3Ｆ

商　店　街
　宮崎市　連日の猛暑の影響で、来店客数の大幅な減少が続いている。橘通りの人通りの数も非常に少ない。

　都城市　梅雨があけ、気温が一気にあがり、日中の温度が３０度を超える日々の中、光熱費の高騰による出費がかさなって厳しい店舗が

多かったと思う。イベントも毎週末なにかあり、人出もそれなりに多かった月であった。　

サービス業
　観光業　昨年７月と比べると５割ほど売上が下がっている。物価上昇により余暇への出し渋りが進んでいるものと思われ、観光業界

はまた厳しい状況に戻ったように感じる。

　自動車整備業　今月は入庫台数が前年比１５％増。高齢化で仕事を調整している組合員がいる中での増加には驚いている。

　自動車車体整備業　塗料や自動車部品の値上げが続いている。

　自動車運転代行業　７月は新型コロナの流行により、繁華街では人流が減少したことにより、運転代行の需要も減少した。

建　設　業
　管工事業　今期の公共工事（管工事）の発注状況の現状は、順調である。

　管工事業　工事発注物件数に対して、人手不足・人材確保の問題から、工事の受注に影響が出てきている。

運　輸　業
　軽貨物運送業　７月度は、以前からすると荷動きが停滞した状態で推移している。諸物価及び燃料代等の値上がり等が影響して

いるように思う。運賃関係も値上げ交渉はするものの改善することが厳しい環境だ。組合員の高齢化も深刻で、廃業する組合員も

徐々に増えてきた。新規開業者を増員したいが、面接の問い合わせすらないのが現状である。

　貨物運送業　原油価格は、中東勢への警戒感に加え、米国の石油在庫の減少や米労働省労働統計局が発表した失業率が前月から

上昇しているなど、指標が悪化していることから、９月に政策金利の引き下げに踏み切るとの見方が高まったことで上昇し、それに

伴い国内市場価格も値上げが見込まれており、組合員は先の見通しに暗雲が立ち込めている。
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広
　
告

テーマ
各テーマを各3回ずつ全12回

経営編（全3回）

戦略計画編（全3回）

人材組織編（全3回）

財務計数編（全3回）

～リーダーシップとマネジメント～

～戦略思考と計画力～

～組織形成と人材育成～

～計数感覚と収益構造～

事業承継・後継者育成

（詳細はTBC事務局までご連絡ください）

2024年6月より全12回を実施予定

25名

営業統括部 TBC事務局

これまで「261名」が受講した人気のセミナーです。
　県内の経営者、後継者等を対象に「次世代塾」を開催いたします。
後継者に求められる「経営力」の基本と応用、実践演習を交え
ながら学んで頂き、異業種間の交流も喜ばれています。

（毎月1回開催）

次世代塾 第10期生募集！次世代塾 第10期生募集！
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